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ワーケーションとテレワークの検索件数

2020年7月 2021年7月

(出所：Google trends）

ワーケーションの検索件数は、2020年7月27日の菅官房長官（当時）の発表後に
急速な伸びを見せたが、その後はテレワークと比較し低位安定で推移している



企業における導入阻害要因⓵ テレワーク環境が未整備

(出所：東京都資料）

企業におけるテレワーク導入が進まない理由に１つに社内における「テレワーク環境の
未整備」が挙げられていたが、コロナ禍により一気に普及し、ほぼ解消された。

テレワーク導入率調査結果 (東京都 2021年3月後半）



企業における導入阻害要因② 労務管理のルールが曖昧で運用困難

ボトルネックとなっていた「労務管理のルールがわかりづらく基準が不明」については、
2021年３月に出されたガイドラインに明記されたことで、大きく前進した。

「テレワーク等を活用し、普段のオフィスとは異なる場所で余暇を楽しみつつ仕事を行う、
いわゆる『ワーケーション』についても、情報通信技術を利用して仕事を行う場合には、
モバイル勤務、サテライトオフィス勤務の一形態として分類することができる」

出所：厚生労働省テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドライン

「テレワークを行う場所について、労働者が専らモバイル勤務をする場合や、いわゆる
『ワーケーション』の場合など、労働者の都合に合わせて柔軟に選択することができる場
合には、使用者の許可基準を示した上で、『使用者が許可する場所』においてテレワー
クが可能である旨を定めておくことが考えられる」



ワーケーションの導入・検討の状況

(出所：月間総務「ワーケーションに関する調査」）

2大阻害要因が解消されてきても、ワーケーションの導入を検討していない
企業が85％超え、という現実

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000013.000060066.html
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４つのステークホルダーの期待度サーモメーターのイメージ

交流人口、関係人口の増大
多拠点居住→移住への導線
空き家・空きオフィス対策
地域観光事業者の活性化
地域住民との交流促進

地域との連携強化による事業
拡大 （デベロッパー・ICT）
新たな業態による需要拡大
地元観光事業者の活性化
（平日、オフ期対策、リピーター化））

WAA（Work from Anywhere Anytime)

副業・複業・（ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾜｰｶｰ）
自律的な働き方（社内個人事業主）
越境学習、（他業種・他地域）
クリエーティブな環境の確保A

働き方改革
テレワークの推進・BCP対策
健康経営・ウエルネスの促進
優秀な人材の確保・定着施策
有給休暇取得促進

？普及・浸透が

進まない理由は？



ワーケーション実践者の特性

（1000名の経験者への調査結果）
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ワーケーション実施者1000名と在宅勤務のみ実施、どちらも非経験の比較調査

全国47都道府県

【スクリーニング調査】
・20~64歳男女、就業者 ※
※パート・アルバイト/専業主婦・主夫/学生/無職・リタイアを除く
※新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・広告等マスコミ関係/シンクタンク・コンサルタント/市場調査/10人以下の企業規模を除く

【本調査対象者】
・条件1 ワーケーションを経験したことのある人 1,000人
・条件2 テレワークを経験したことのある人 300人
・条件3 テレワークを経験したことがない人 300人

【スクリーニング回答者】
76,834ss

【本調査回答者】
1,600ss

※本レポートではワーケーション経験者1,000人
のデータのみを中心に掲載

2021年03月23日（火）〜2021年03月29日（月）

クロス・マーケティングモニターへのインターネット定量調査

株式会社クロス・マーケティング および 国立大学法人山梨大学

調査目的

調査エリア

調査対象者

サンプル数・割付

調査期間

調査手法

調査機関

2021年の「ワーケーション」の浸透状況および実施状況を調査することで、
今後のワーケーション導入を検討する上での参考資料を得る。

ワーケーショ
ン

経験者

テレワーク
のみ
経験者

テレワーク

未経験者
計

1000
人

300
人

300
人

160
0人

単位：サンプル

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021



ワーケーション実践者は専門知識を生かして働きたい人の割合が高い

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021
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ワーケーション実践者は複業・副業の志向性が高い

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021
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個人事業主やフリーランスのような働き方を希望する人の割合が高い

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」２021
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ワーケーション実践者はアイディアや着想、職務能力に対する自己評価が高い

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021

ワーケーション経験者がテレワークや非テレワーク者と比べて、アイデアや職務に関する能力が
高いと認識している

KQ35：KQ36 アイデアや職務に関する能力や経験値の向上（単位：%）
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ワーケーション経験者・テレワークのみ経験者と非経験者とエンゲージメントの比較

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021



ワーケーション経験者・テレワークのみ経験者と非経験者の志向性タイプ
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出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021



企業にとっての

ワーケーション推進の

メリットは？
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ワーケーション・テレワークと生産性（自己評価）

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021



ワーケーション・テレワークに感じるメリット

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021



ワーケーション・テレワークに感じるデメリット

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021



働く場所の自由度と効果
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働く場所と個人のパフォーマンス向上因子に関する協働調査研究

出所：個人のパフォーマンス向上因子に関する協働調査研究 法政大学経営学部永山晋准教授 野村不動産(株) HUMAN FIRST 研究所

■「エンゲージメント指標」「ウェルビーイング指標」「クリエイティブ指標」の３指標から、
「ヒューマンパフォーマンス・スコア」を算出。
主にスコアの上位25％、下位25％を抽出し、比較。

一方、「在宅勤務の頻度」は個人のパフォーマンスにはあまり影響しない



この半年間の働き方において仕事で利用した場所やシーンとして回答した数

出所：個人のパフォーマンス向上因子に関する協働調査研究 法政大学経営学部永山晋准教授 野村不動産(株) HUMAN FIRST 研究所

■パフォーマンスが高い層ほど「種類」「目的」「好意」の組み合わせから成るワークユニット
が多様。 好きな場所を目的ごとに使い分ける働き方が重要になっている。



仕事で利用する場所の利用率・利用目的・好意度

出所：個人のパフォーマンス向上因子に関する協働調査研究 法政大学経営学部永山晋准教授 野村不動産(株) HUMAN FIRST 研究所

■ワーケーションについてはハイスコア者の利用率15.8％、好意度が77.3％であるのに対し

ロースコア者は、利用率2.8％、好意度が40.9％という結果に。



SDGｓと地域貢献志向
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就職活動・転職活動時の志望度にSDGｓの取り組み状況が大きく影響

出所：株式会社学情「SDGs」に関するアンケート(2021）
(https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000747.000013485.html）



企業での地域と連携したワーケーションの実施事例（ユニリーバ・ジャパン）

出所：ユニリーバ・ジャパン資料



JTBグループの取り組み事例

ワーケーションでサステナブルな社会の実現を

ワーケーション

ワーケーションの推進で、
サステナブルな社会の実現を目指す

地方
創生

教育
研修

働き方
改革

共創

出所：JTBグループ資料
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まとめ

企業のワーケーションへの取組み類型と

コロナ禍で潜在化しているワーケーターの可能性



ワーケーション全般の意向度×実現度と意向層のプロフィール

【ワーケーション意向層のプロフィール】 【ワーケーション全般の意向度×実現度】

出所：じゃらんリサーチセンター「とーりまかし」65号(2021）



企業のワーケーションに対する対応類型と方向性

禁止
（一部黙認）

容認
（実施可能）

導入推進
利用推奨

◎ワーケーション制度導入済
〇関連した取り組みの推進
（地域交流、SDGｓ等）

△補助金等のワーケーション実施支援
〇社員のワーケーションに寛容な組織
王

〇△ワーケーション制度
＞テレワークの延長線上で容認

×△補助制度
×△〇寛容な組織

×ワーケーション制度無し
×△多様な働き方に不寛容で
改革が進んでいない組織？

コロナ禍の影響下で
の推進は困難

今後の急速な拡大は？

コロナ禍の影響で
しばらく様子見の様相？

「容認（実施可能）」
をいかに増やし実施
可能なパイを拡げる
施策が重要

テレワークは継続しない？

企業の対応類型 制度の状況と特色 現状と今後の方向性

（出所：筆者作成）



ワーケーションを実際に利用した管理職層は自社組織への導入利用・推奨が高い

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021

実際に管理職層がワーケーションを経験すると、自らのリピート志向と同様に
会社や組織への導入、推奨以降が約７割に！
＞＞経営層、管理職層にまず実際にワ―ケーション実施体験を積ませることが有効



「隠れワーケーター問題」は働く場所の自由度を高めワーケーションを「容認」する企業の
増加と、従業員が安心してワーケーションを実施できる職場の組織文化づくりがカギ

出所：山梨大学×クロスマーケティング「ワーケーションに関する調査」2021

実施可能者層を増やし、当たり前の働き方・ライフスタイルとしての定着を目指す

「隠れワーケーター」の存在と問題の解決に向けて

ワーケーション経験者1000名の自社の制度導入と利用実態


